
■村内学校施設の耐震診断結果等について

　学校施設は、児童生徒の学習・生活の場であるとともに、災害時に地域住民の避難場所としての機能を果た
すため、耐震性能の向上を図っていくことは重要な課題です。
 大玉村においては、平成１９年度に実施した耐震化優先度調査結果を基に耐震診断を順次進めており、学校
施設の耐震診断は平成２１年度中に全て完了する予定です。なお、各施設の耐震補強改修工事については、
耐震診断の結果を基に、その建物の使用形態、緊急性、用途等を総合的に考慮し、優先順位をつけ計画的に
行っていく予定です。

○学校施設の耐震診断結果
　平成２０年６月に施行された地震防災対策特別措置法の一部を改正する法律に基づき、学校施設の耐震
診断結果について公表します。「診断中」の施設については、診断完了後、速やかに公表します。

（平成２１年１０月１日現在）

○耐震性能の判定ランクについて

1 558 新耐震武道館 S63 S

1 1,209 診断中体育館 S51 S

3 2,890 A 平成１１年度　補強改修工事完了
普通教室校舎
（西棟）

S51 RC

1 981 新耐震体育館 S56 S

大玉中学校
特別教室校舎
(東棟）

S50 RC 2 1,412 A 平成１０年度　補強改修工事完了

3 3,007 C 平成２２年度工事予定

S55 RC

玉井小学校 校　舎 S44,45 RC

増築建築校舎
（東棟）

S58 RC

大山幼稚園

棟　名

園　舎

大山小学校
当初建築校舎
(西棟）

遊戯室棟 H2 S 1 236 新耐震

1 160 新耐震

建設年度

増築建築園舎
（南棟）

S57 S

延床
面積
耐震
性能

構造 耐震補強工事の状況

360 診断中

550 D 平成２２年度工事予定S

地上
階数

玉井幼稚園
当初建築園舎
(北棟）

S49 S 1

S49,54,57

学　校　名

1

3 2,419 C 平成２３年度以降工事予定

3 204 新耐震

体育館 S52 S 1 711 診断中

判定
ランク

大地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または倒壊する危険性
が高い。

C

B

A

D ０．３　＞　Ⅰｓ

０．６　＞　Ⅰｓ　≧　０．３
大地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または倒壊する危険性
がある。

構造耐力上主要な部分　　の地震に対する安全性
（耐震性能）

大地震　　の振動及び衝撃に対して倒壊し、または倒壊する危険
性が低い。

大地震の振動及び衝撃に対して倒壊し、または倒壊する危険性
が低いが、施設機能が確保できないおそれがある。

建築物の構造耐震指標値
(Ⅰｓ）

Ⅰｓ　≧　Ⅰｓｏ

Ⅰｓｏ　＞　Ⅰｓ　≧　０．６



○用語説明

○問い合わせ先　　大玉村教育委員会　教育総務課　0243-48-3138

RC 鉄筋コンクリート造

Ｓ 鉄骨造

Ⅰｓｏ

想定した地震動レベル（震度６強程度を想定）に対して建築物が所要する耐
震性能が安全であるために必要とされる指標値。文部科学省では、学校施設
の耐震改修の必要のない安全の目安として０．７以上としています。また、国土
交通省では０．６以上については安全であると評価しています。

大地震
建築物の耐用年限中に一度は遭遇するかもしれない地震であり、震度６強か
ら震度７を想定しています。

用　　　語

新耐震
（新耐震基準の建築物）

説　　　　　明

Ⅰｓ 建築物の構造体の耐震性能をあらわす指標値。

昭和５６年６月１日に改正施行された建築基準法施行令の耐震関係規定の基
準により建設した建築物。想定される大地震の振動・衝撃による崩壊からの人
命保護が図られた建築物とされるため、耐震診断の対象外です。
昭和５６年６月１日以降に着工した建築物は新耐震の建物としています。

構造耐力上主要な部分
柱、壁、梁、斜材などの構造体で建築物の自重、積載荷重、積雪および地震
などの衝撃や振動を支えるもの。


